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A study on Creating a Teaching Material Collaborated Expression and 
Appreciation to develop students' quality and competence 
-Throughout Making a Small Art and its Exhibition from Leaming an Artist-
Hiroko Matsumoto 
The purpose of this study is three folded; 1) to create a teaching material collaborated expression and 
appreciation, 2) to improve lessons to make them “active, interactive, deepぺ3)to clarify a new direction of 
developing students' quality and competence in terms of nature of art education. The features of this study are (a) 
that the author announced the goal of the lesson; having an exhibition and interacting with visitors, (b) that the 
author developed a teaching material for students to conduct a project actively about an artist, (c) students create 
a small art inspired by the style and belief of the artist. The author analyzed students' work on the project and the 
small art and the effect of interaction in a small group through creating arts. As a result, both expression and 










































































































































































































通教科的能力 人岡田係形成・社会形成能力 キャリアプランニング極力 隈・対応能力
作品などの主題設定・追求を通して自分の価値意 造形活動を通して，自分の生き方や社会とのかか 主題を生み出し，自分の表現意図
識をもたせ，異なった見方や考え方を尊重しなが わり方に関する考え方を創り出すことができる。 に合う新たな表現方法を工夫する
らI 批評し合うことを通してI 自分の中に新しい （造形活動幸通して，析しい可飽性をイメージ などして構想を練り 1 粘り強〈骨l




















評価方法等 ワー ウシー ト） ト） 況をルーフ＇）ッウにより評価する。（ワー
ヲシー ト・作品・観察）
a:作家の「00ス ②交流した気づき ③ギャラリー トー ヲ ④作家研究の振り ⑤小作品制作の ⑥ギヤフリー トー ヴ ⑦作家研究をもと ⑧小作品を制作
パフォーマンス課 告イJレ」について をワ－？シー トに書 をする。 返りを書〈。 振り返りを書く。 の振り返りを書〈。 に，「00ス聖イ し，作品解説シー ト
題 ワーウシートに記 〈。 Jレ』と小作品の主 に工夫点を書〈。
述L，説明する。 題を発想する。
友だちの構想を自 見方や考え方を広 相手意識に立つ 美術作家の生き方 rooス告イJレ」の 美術を通して自分 作家の特徴と自分 作品に適切な工夫
分と比較したり，共 げた具体的な記述 て，自分が感じた や考え方に共感し 作品制作のよさを の考えをさらに発 の考えを明確にし が見られるととも
感したりしながら聞 がある。 ことや工夫したこと たり，美術を通して 実感し、根拠を挙 信することの良さ た「00ス脅イル」 に，振り返りに根
A き自分の「00 を豊かな表現を交 自分の考え広げる げて記述できてい や，具体的な変化 と主題が発想でき 拠を伴って工夫の
ス告イJレ」を説明で えて伝えている。 良さについて記述 る。 に気付いている。 ている。 記述ができてい
きている。 したりできている。 る。
『00ス9イル』を 他者の考えを聞い 相手意識に立つ 美術を通して自分 「00ス告イル」の 美術を通して，自 rooス告イル』と 作品に適切な工夫
ルーブ
説明できている。 て、見方や考え方 て，自分が感じた の考え広げる良さ 作品を制作したこ 分の考えを発信す 主題が発想できて が見られるととも
を広げた記述があ ことや工夫したこと についてE述でき とのよさを実感し、 ることの良さに気 いる。 に，振り返りに記
リック B る。 を伝えている。 ている。 記述できている。 付いている。 述できている。
『00ス脅イル』の 他者の考えを聞い 相手意識に立つ 美術を通して自分 「00ス脅イJレ」の 美術を通して自分 「00ス脅イJレ」と 作家研究で得た』
説明ができていな て、見方や考え方 て，自分が感じた の考え広げる良さ 作品制作のよさを の考えを発信した 主題が発想できて とを根拠として主
L、。 を広げた記述がな ことや工夫したこと について記述でき 記述できていな ことの良さに気付 いない。 題や技法を発想しc L、。 を伝えていない。 ていない。 い。 いていない。 工夫して表現でき
ていない。
期待される 自分が感じたよさや美しさを工夫して他者へ伝えようとする またl 新たな方法で自他の作品等を交流したいと考えるよ 主題をより効果的に表現するための方
主体的な ようになる。 うになる。 法を考えようとするようになる。
学びへの効果
規次 次期 次期学習指導要 題材の評価規準 次期学習指導要 題材の評価規準 次期学習指導要 題材の評価規準
準期
領の評価の観点と （現行学習指導要領による） 領の評価の観点と （現行学習指導要領による） 領の評価の観点と （現行学習指導要
の関連 の関連 の関連 領による）
と学




















































































































































A 感したりしながら聞き，自分の「00 32 
スタイノレj を~)l,明できている。
B 「00スタイル」を説明できている。 5 










































c 「00スタイルj と主題が発想、できてい 5 
ない。
また，小作品とその解説シートを総合的に評価
した結果は，表6のとおりである。
A 
日
c 
表6 小作品の作品解説シートの記述
（表1課題⑧）
ループリック評価
作品に適切な工夫が見られるとともに，
振り返りに根拠を伴って工夫の記述がで
きている。
作品に適切な工夫が見られるとともに，
振り返りに記述できている。
作家研究で得たことを根拠として主題や
技法を発想、し工夫して表現できていな
し、。
人数
24 
11 
5 
多くの生徒が作家研究で捉えた「00スタイル」
のイメージを色や形で工夫して表現しようとした
207 
ことがわかる作品や解説となっていた。 Cと判断
した生徒は，作品の完成に時間がかかっている者
である。具体的な事例を図 10～13に示す。
一輔、
僕はゴッホ展に行って興味を持ったことを思い
出して， 「はっきりスタイル」を見つけました。
ゴッホの絵はすべてがはっきりと濃く感じたから
です。小作品は， 「真夜中のフクロウ」を描きま
した。とても普通なテーマですが，それが一番ゴッ
ホのスタイルとあっていると思ったからです。
図10 「真夜中のフクロウ」
私は，ゴッホの絵を見て「鮮やかスタイル」テー
マで作品を作りました。ゴッホの線のような描き
方がそのあざやかさを生み出しているのかもしれ
ません。自分は絵を描くときにあまり， リアルに
描くことができません。でも，ゴッホの作品を見
て，自分もゴッホのような絵を描いてみたいなー
と思ったからリアルさも追求しました。
図1 「スキー場の姉妹」
松本：資質・能力の育成のための表現と鑑賞の関連的な題材開発
作家研究から発想を得た小作品の制作と展覧会の開催を通して
/,l 
僕は， 「おじいちゃんとのオセロ」という作品
を描きました。小さいころにやっていたオセロを
久しぶりにやった時の楽しい感情をダリのような
具体例で表したいと思ったからです。そしておじ
いちゃんは，花が好きなので，花言葉で楽しい感
情を表してみようと思いました。そこで，パンジー
の絵を描いて「幸福Jを表しました。
図12 「おじいちゃんとのオセロ」
エリック・カールから見つけたスタイルは，「わ
くわくする鮮やかスタイル」です。明るい色をた
くさん使って見えやすくしたり，表現する動物に
個性を持たせたりするなど工夫しました。テーマ
は， 「動物園のゾウ」です。
図13 「動物園のゾウ」
208 
図10と11は，同じゴッホからの発想であるが，
解説を読むと，それぞれ受けとめたスタイルが異
なり，さらに，それを各自の思いを持って表現す
ると全く印象の違う作品となって表現されている
ことがわかる。また，図 12は，楽しかった場面を
描いた生活画にダリからの発想として，感情を象
徴するための具体物を取り込むことにより，鑑賞
者に考えさせる作品になっている。また，図 13は，
エリック・カールの表現方法を模倣してみたいと
いう意欲が生んだ作品である。このように，多く
の生徒が自分で見つけた「00スタイル」と実生
活の経験をつないで，自分らしい作品を作るよう，
工夫を凝らすことができたといえる。なお，絵に
添付した解説文は，ギャラリートーク用に書いた
作品解説メモであるが，制作意図がわかると同時
に，展覧会で、他者に伝えたいという意識を持って，
制作に取り組んできた生徒の意欲が伝わるものと
なっていた。
5 成果と課題
表現と鑑賞の相乗効果により，対象を深く鑑賞
する能力を高めたり，自作を客観的に捉え直し主
体的に主題に迫る表現を工夫したりする姿が見ら
れた。今後も，生徒が主体的で，自ら学ぶ意義や
やりがいを感じられるような表現と鑑賞の関連題
材を工夫することにより，資質・能力の向上を図っ
ていきたい。
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